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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　記憶装置と、
　　各々が前記記憶装置に番組データを記録するように構成された複数のレコーダと、
　　前記記憶装置に記録されている前記番組データのうち、前記複数のレコーダのいずれ
か１つによって記録された番組データを選択的にデコーダに出力するスイッチと、
　　前記複数のレコーダによる前記番組データの記録及び前記スイッチによる前記番組デ
ータの出力を制御する制御装置とを具備し、
　　前記複数のレコーダは、
　　前記記憶装置の第１領域に番組データを記録する第１レコーダと、
　　前記記憶装置の第２領域に番組データを記録する第２レコーダとを含み、
　　前記制御装置は、
　　ユーザの指定に応答して、前記第１レコーダに同じチャンネルの前記番組データを記
録させ続け、前記第２レコーダに前記ユーザの指定に応じたチャンネルの前記番組データ
を記録させる制御装置であって、
　　ユーザが第１チャンネルの番組を視聴し、前記第１レコーダが第１チャンネルに対応
した第１番組データを記録している場合、ユーザによる第１指示に応答して、前記第１レ
コーダが記録する番組のチャンネルを前記第１チャンネルに固定し、
　　前記第１指示の後、ユーザがチャンネルを前記第１チャンネルから第２チャンネルに
変更した場合、
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　　前記第２チャンネルに対応した番組データを前記第２レコーダに記録させ、且つ、前
記第２領域に記録された前記番組データが出力されるように制御し、
　　前記チャンネルの変更後、ユーザによる第３指示に応答して、前記第２レコーダに前
記番組データの記録を続行させ、前記第１レコーダの使用を停止する番組録画再生装置。
【請求項２】
　　請求項１に記載の番組録画再生装置あって、
　　ユーザがチャンネルを前記第２チャンネルから第３チャンネルに変更した場合、
　　前記第３チャンネルに対応した番組データを前記第２レコーダに記録させ、且つ、前
記第２領域に記録された前記番組データが出力されるように制御する番組録画再生装置。
【請求項３】
　　請求項１又は２に記載の番組録画再生装置であって、
　　前記第１指示の後、ユーザによる第２指示に応答して、前記制御装置は、前記第１領
域に記録された前記番組データが出力されるように制御する番組録画再生装置。
【請求項４】
　　記憶装置と、
　　各々が前記記憶装置に番組データを記録するように構成された複数のレコーダと、
　　前記記憶装置に記録されている前記番組データのうち、前記複数のレコーダのいずれ
か１つによって記録された番組データを選択的にデコーダに出力するスイッチと、
　　前記複数のレコーダによる前記番組データの記録及び前記スイッチによる前記番組デ
ータの出力を制御する制御装置とを具備し、
　　前記複数のレコーダは、
　　前記記憶装置の第１領域に番組データを記録する第１レコーダと、
　　前記記憶装置の第２領域に番組データを記録する第２レコーダとを含み、
　　前記制御装置は、
　　ユーザの指定に応答して、前記第１レコーダに同じチャンネルの前記番組データを記
録させ続け、前記第２レコーダに前記ユーザの指定に応じたチャンネルの前記番組データ
を記録させ、
　　ユーザが第１チャンネルの番組を視聴し、前記第１レコーダが第１チャンネルに対応
した第１番組データを記録している場合、ユーザによる第１指示に応答して、前記第１レ
コーダが記録する番組のチャンネルを前記第１チャンネルに固定し、
　　ユーザによる第３指示に応答して、前記第１レコーダに関する前記第１チャンネルへ
の固定を解除する番組録画再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、番組録画再生装置及び番組録画再生方法に関する。特に、本発明は、内蔵記
憶装置を備える番組録画再生装置、及びその番組録画再生装置を用いた番組録画再生方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハードディスクを内蔵した録画再生装置として、ハードディスクビデオレコーダ（ＨＤ
Ｄレコーダ）やＨＤＤ内蔵ＤＶＤレコーダが知られている。ＨＤＤレコーダによれば、入
力された映像は圧縮され、ＭＰＥＧ形式でＨＤＤに記録される。このようなＨＤＤレコー
ダは、大容量のＨＤＤを内蔵しており、非常に長時間の映像をとり溜めておくことができ
るという長所を有する。
【０００３】
　また、ランダムアクセスが可能なＨＤＤが記録媒体として用いられるため、ＨＤＤレコ
ーダは、次のような機能を提供することができる。例えば、目的の番組を一瞬で検索し再
生するという機能が提供され得る。更に、ある番組を録画中に、その番組を一定時間遅ら
せて再生するという機能が提供され得る。後者の機能による動作は、特に、「タイムシフ
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ト再生（または、タイムシフト視聴）」と呼ばれることがある。タイムシフト再生により
、ユーザは、ある番組の録画中に、時間をさかのぼってその番組を視聴することができる
。
【０００４】
　このような便利な機能を有するＨＤＤレコーダの市場は、ますます拡大しつつある。ユ
ーザがタイムシフト視聴を行う際の利便性を、更に向上させることができる技術が望まれ
ている。
【０００５】
　番組録画再生装置に関する技術として以下のものが知られている。特許文献１にはＴＶ
番組視聴装置が開示されている。このＴＶ番組視聴装置は、各々が１つのチャンネルを受
信する複数のチューナ部と、各チューナ部からのデータをパラレルに処理するコントロー
ラ部とを備える。複数のチューナ部は、それぞれ別の番組を視聴する。コントローラ部は
、ここのチューナが受信したデータをチャンネル毎のデータに分解し、複数のチューナ部
のそれぞれに対応して設けられた複数の記録部に記録する。
【０００６】
　特許文献２にはテレビジョン受信機が開示されている。このテレビジョン受信機は、第
１チューナと、第１チューナとは異なる第２チューナと、記録手段と、制御手段とを備え
る。記録手段は、記録指示に応じて、第１チューナにより所望の放送を受信し、受信した
放送の画像を記録領域に記録する。記録手段が画像の記録中に放送の受信指示を受けたと
き、制御手段は、第１チューナの受信及び記録手段の記録処理は維持するように制御する
。またその場合、制御手段は、指定された放送を第２チューナに受信させ、受信した画像
信号を出力させるように制御する。
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－１６５１４６号公報
【特許文献２】特開２００３－１６９２６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、タイムシフト視聴が行われる際の利便性を向上させることができる番
組録画再生装置及び番組録画再生方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明の他の目的は、ザッピング等のチャンネル操作によるシーンの見逃しを防止する
ことができる番組録画再生装置及び番組録画再生方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　以下に、［発明を実施するための最良の形態］で使用される番号・符号を用いて、［課
題を解決するための手段］を説明する。これらの番号・符号は、［特許請求の範囲］の記
載と［発明を実施するための最良の形態］との対応関係を明らかにするために括弧付きで
付加されたものである。ただし、それらの番号・符号を、［特許請求の範囲］に記載され
ている発明の技術的範囲の解釈に用いてはならない。
【００１１】
　本発明に係る番組録画再生装置（１０）は、記憶装置（２０）と、各々が記憶装置（２
０）に番組データ（２５）を記録するように構成された複数のレコーダ（１１）と、番組
データ（２５）の記録及び出力を制御する制御装置（１５）とを備える。制御装置（１５
）は、ユーザの指定に応答して、複数のレコーダ（１１）のうち少なくとも１つには同じ
チャンネルの番組データ（２５）を記録させ続ける。同時に、制御装置（１５）は、複数
のレコーダ（１１）の残りには、ユーザの指定に応じたチャンネルの番組データ（２５）
を記録させる。
【００１２】
　複数のレコーダ（１１）は、記憶装置（２０）の第１領域（２１－１）に番組データ（
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２５－１）を記録する第１レコーダ（１１－１）と、記憶装置（２０）の第２領域（２１
－２）に番組データ（２５－２）を記録する第２レコーダ（１１－２）とを含む。制御装
置（１５）は、第１レコーダ（１１－１）に同じチャンネルの番組データ（２５）を記録
させ続け、第２レコーダ（１１－２）にユーザの指定に応じたチャンネルの番組データ（
２５）を記録させる。
【００１３】
　ユーザが第１チャンネルの番組を視聴し、第１レコーダ（１１－１）が第１チャンネル
に対応した第１番組データ（２５）を記録している場合、制御装置（１５）は、ユーザに
よる第１指示（マークイン）に応答して、第１レコーダ（１１－１）が記録する番組のチ
ャンネルを第１チャンネルに固定する。
【００１４】
　第１指示の後、ユーザがチャンネルを第１チャンネルから第２チャンネルに変更した場
合、制御装置（１５）は、第１レコーダ（１１－１）に第１番組データ（２５）の記録を
続行させ、第２チャンネルに対応した番組データ（２５）を第２レコーダ（１１－２）に
記録させる。また、制御装置（１５）は、第２領域（２１－２）に記録された番組データ
（２５）が出力されるように制御する。ユーザが更にチャンネルを第２チャンネルから第
３チャンネルに変更した場合、制御装置（１５）は、第１レコーダ（１１－１）に第１番
組データ（２５）の記録を続行させ、第３チャンネルに対応した番組データ（２５）を第
２レコーダ（１１－２）に記録させる。また、制御装置（１５）は、第２領域（２１－２
）に記録された番組データ（２５）が出力されるように制御する。
【００１５】
　第１指示の後、ユーザによる第２指示（レコーダジャンプ）に応答して、制御装置（１
５）は、第１領域（２１－１）に記録された番組データ（２５）が出力されるように制御
する。
【００１６】
　第１指示の後、ユーザによる第３指示（マークアウト）に応答して、制御装置（１５）
は、第１レコーダ（１１－１）に関して第１チャンネルへの固定を解除する。また、チャ
ンネルの変更後、ユーザによる第３指示に応答して、制御装置（１５）は、第２レコーダ
（１１－２）に番組データ（２５）の記録を続行させ、第１レコーダ（１１－１）の使用
を停止する。また、第２指示の後、ユーザによる第３指示に応答して、制御装置（１５）
は、第１レコーダ（１１－１）に関して第１チャンネルへの固定を解除し、第２レコーダ
（１１－２）の使用を停止する。
【００１７】
　本発明の他の観点において、複数のレコーダ（１１）を用いた番組録画再生方法が提供
される。この番組録画再生方法は、（Ａ）ユーザが第１チャンネルの番組を視聴している
時、複数のレコーダ（１１）のうち第１レコーダ（１１－１）を用いて、第１チャンネル
の番組を記録するステップと、（Ｂ）ユーザによる第１指示（マークイン）に応答して、
第１レコーダ（１１－１）が記録する番組のチャンネルを第１チャンネルに固定するステ
ップと、（Ｃ）第１指示の後、ユーザがチャンネルを第１チャンネルから第２チャンネル
に変更した場合、第１レコーダ（１１－１）を用いて第１チャンネルの番組を記録し続け
、且つ、複数のレコーダ（１１）のうち第２レコーダ（１１－２）を用いて、第２チャン
ネルの番組を記録するステップとを有する。上記（Ｃ）ステップにおいて、第２チャンネ
ルの番組が表示装置（３０）に表示される。
【００１８】
　上記（Ａ）ステップにおいて、表示装置（３０）には、第１レコーダ（１１－１）の録
画状態を示す第１タブ（７１）が表示されると好ましい。上記（Ｂ）ステップにおいて、
第１タブ（７１）には、第１チャンネルへの固定を示すマーク（８０）が付与されると好
ましい。上記（Ｃ）ステップにおいて、表示装置（３０）には、更に、第２レコーダ（１
１－２）の録画状態を示す第２タブ（７２）が表示されると好ましい。また、表示装置（
３０）には、更に、複数のレコーダ（１１）のうち非使用のレコーダ群のそれぞれの状態
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を示すタブ群（７４，７５）が表示されてもよい。
【００１９】
　この番組録画再生方法は、更に、（Ｄ）第１指示の後、ユーザによる第２指示（レコー
ダジャンプ）に応答して、第１チャンネルの番組を表示装置（３０）に表示させるステッ
プを有してもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に係る番組録画再生装置及び番組録画再生方法によれば、タイムシフト視聴が行
われる際の利便性が向上する。
【００２１】
　本発明に係る番組録画再生装置及び番組録画再生方法によれば、ザッピング等のチャン
ネル操作によるシーンの見逃しを防止することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　添付図面を参照して、本発明による番組録画再生システム、番組録画再生装置、及び番
組録画再生方法を説明する。
【００２３】
　図１は、本発明に係る番組録画再生システムの構成を示すブロック図である。番組録画
再生システム１は、番組録画再生装置１０、表示装置３０、及びコントローラ４０から構
成されている。番組録画再生装置１０は、番組を録画するための記憶装置（ＨＤＤ）を有
しており、その番組録画再生装置１０として、ＨＤＤレコーダやＴＶチューナ付ＰＣが例
示される。番組録画再生装置１０は、放送されている番組放送信号ＳＰを受け取り、受け
取った番組放送信号ＳＰを所定のフォーマットの番組データに変換し、その番組データを
記憶装置に記録する。また、番組録画再生装置１０は、記憶装置に格納された番組データ
を読み出し、読み出した番組データを映像信号ＳＶに変換し、その映像信号ＳＶを表示装
置３０に出力する。
【００２４】
　表示装置３０は、番組録画再生装置１０から出力される映像信号ＳＶを受け取り、その
映像信号ＳＶが示す映像を表示する。表示装置３０としては、ＨＤＤレコーダに接続され
るテレビや、ＴＶチューナ付ＰＣのモニタが例示される。番組録画再生装置１０と表示装
置３０は、一体に構成されていてもよい。コントローラ４０は、例えばリモートコントロ
ーラである。ユーザは、コントローラ４０を用いることによって、番組録画再生装置１０
に対し、録画や再生を指示することができる。
【００２５】
　番組録画再生装置１０は、記憶装置を備えており、目的の番組を一瞬で検索し再生する
という機能や、ある番組を録画中に、その番組を一定時間遅らせて再生するという機能（
タイムシフト）を提供することができる。図２は、本発明に係る番組録画再生装置１０の
構成を示すブロック図である。この番組録画再生装置１０は、複数のレコーダ１１、スイ
ッチ１２、デコーダ１３、制御部１５、及び記憶装置２０を備えている。記憶装置２０は
、例えばハードディスクである。
【００２６】
　複数のレコーダ１１の各々は、チューナやエンコーダを含んでいる。チューナは、番組
放送信号ＳＰから所望の番組の映像信号を取り出す。エンコーダ（ＭＰＥＧエンコーダ）
は、その映像信号をエンコードして、ＭＰＥＧファイル（番組データ）を生成する。生成
されたＭＰＥＧファイルは、録画ファイル２５として記憶装置２０に記録される。すなわ
ち、複数のレコーダ１１の各々は、番組放送信号ＳＰを受け取り、受け取った番組放送信
号ＳＰを番組データに変換し、その番組データを録画ファイル２５として記憶装置２０に
記録する。
【００２７】
　本発明において、複数のレコーダ１１は、少なくとも２つのレコーダ１１（第１レコー
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ダ１１－１、第２レコーダ１１－２）から構成されている。第１レコーダ１１－１は、第
１録画ファイル２５－１を、記憶装置２０の第１タイムシフトバッファ２１－１に格納す
る。また、第２レコーダ１１－２は、第２録画ファイル２５－２を、記憶装置２０の第２
タイムシフトバッファ２１－２に格納する。タイムシフトバッファ２１は、タイムシフト
機能を提供するために、番組データを絶えず記録し続けている。
【００２８】
　スイッチ１２は、制御部１５からの制御信号に基づき、複数のレコーダ１１のそれぞれ
によって記録される複数の番組データ（録画ファイル２５）のいずれかを、デコーダ１３
に出力する。デコーダ１３（ＭＰＥＧデコーダ）は、番組データをデコードして映像信号
を生成する。生成された映像信号は、出力信号ＳＶとして図１に示された表示装置３０に
出力される。
【００２９】
　制御部１５は、コントローラ４０からユーザの指示に応じた指示信号を受け取り、その
指示信号に応じて番組録画再生装置１０の動作を制御する。例えば、制御部１５は、複数
のレコーダ１１に制御信号を出力し、各レコーダ１１による番組の記録を制御する。また
、制御部１５は、スイッチ１２に制御信号を出力し、番組録画再生装置１０の出力信号Ｓ
Ｖの内容を制御する。この制御部１５は、コンピュータプログラムを搭載したマイクロコ
ンピュータにより実現される。
【００３０】
　図３は、本発明に係るコントローラ４０を示す模式図である。コントローラ４０は、パ
ワーボタン４１、選局ボタン４２、巻き戻しボタン４３、停止ボタン４４、再生ボタン４
５、早送りボタン４６、及び録画ボタン４７を有している。更に、コントローラ４０は、
マークインボタン５１、マークアウトボタン５２、及びレコーダジャンプボタン５３を有
している。マークインボタン５１、マークアウトボタン５２、及びレコーダジャンプボタ
ン５３のそれぞれは、後に詳しく説明される「マークイン」、「マークアウト」、「レコ
ーダジャンプ」の各機能を実行する際に用いられる。後に示されるように、このようなコ
ントローラ４０及び番組録画再生装置１０によって、タイムシフト視聴が行われる際の利
便性が向上する。
【００３１】
　以下、例を用いることによって、本発明に係る番組録画再生装置１０の動作が詳しく説
明される。以下に示される動作は、ユーザの指示に基づいて、制御部１５（あるいはコン
ピュータプログラム）によって制御される。より具体的には、各レコーダ１１の動作と、
装置から出力される出力信号ＳＶの内容が制御される。出力信号ＳＶの内容は、すなわち
、表示装置３０に表示される映像であり、ユーザが録画操作を行いつつ視聴する番組であ
る。よって、以下の説明においては、各レコーダ１１による録画動作と、ユーザが視聴し
ている番組とに主に焦点が当てられる。
【００３２】
　図４は、本発明に係る番組録画再生装置１０の動作の一例を示すタイミングチャートで
ある。図４には、ユーザが視聴している番組、第１レコーダ１１－１の状態、及び第２レ
コーダ１１－２の状態が示されている。最初、ユーザは、「チャンネルＡ」の番組を視聴
しているとする。そのチャンネルＡは、第１レコーダ１１－１に割り当てられているとす
る。つまり、第１レコーダ１１－１は、そのチャンネルＡに対応した番組データを第１タ
イムシフトバッファ２１－１に記録している。また、スイッチ１２は、第１タイムシフト
バッファ２１－１を選択しており、表示装置３０にはチャンネルＡの番組が表示されてい
る。第２レコーダ１１－２は、使用されていないとする。すなわち、番組録画再生装置１
０は、図５に示される状態ＳＴ１にある。
【００３３】
　時刻ｔ１において、ユーザは、マークインボタン５１を押す。その結果、第１レコーダ
１１－１は、フリー状態からマークイン状態に変わる。具体的には、第１レコーダ１１－
１に割り当てられるチャンネル、つまり第１レコーダ１１－１が記録する番組のチャンネ
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ルは、現在視聴中のチャンネルＡに固定される。番組録画再生装置１０の状態は、図５に
示される状態ＳＴ２に変わる。
【００３４】
　時刻ｔ２において、ユーザは、選局ボタン４２を用いてチャンネル（入力ソース）を「
チャンネルＢ」に変更する。この時、第１レコーダ１１－１は“マークイン”されている
。よって、非使用であった第２レコーダ１１－２が、そのチャンネルＢに対応した番組デ
ータを第２タイムシフトバッファ２１－２に記録しはじめる。第１レコーダ１１－１は、
チャンネルＡの番組を記録し続ける。スイッチ１２は、第２タイムシフトバッファ２１－
２を選択し、表示装置３０にはチャンネルＢの番組が表示される。番組録画再生装置１０
の状態は、図５に示される状態ＳＴ３に変わる。
【００３５】
　時刻ｔ３において、ユーザは、更にチャンネルを「チャンネルＣ」に変更する。これに
より、第２レコーダ１１－２は、チャンネルＣの番組を記録しはじめる。スイッチ１２は
、第２タイムシフトバッファ２１－２を選択したままであり、ユーザは、チャンネルＣの
番組を視聴する。時刻ｔ４において、ユーザは、更にチャンネルを「チャンネルＤ」に変
更する。これにより、第２レコーダ１１－２は、チャンネルＤの番組を記録しはじめる。
時刻ｔ５において、ユーザは、更にチャンネルを「チャンネルＥ」に変更する。これによ
り、第２レコーダ１１－２は、チャンネルＥの番組を記録しはじめる。この間、第１レコ
ーダ１１－１は、チャンネルＡの番組を記録し続けている。番組録画再生装置１０の状態
は、状態ＳＴ３のままである。
【００３６】
　時刻ｔ６において、ユーザは、レコーダジャンプボタン５３を押す。その結果、マーク
インされている第１レコーダ１１－１が選択される。すなわち、スイッチ１２は、第１タ
イムシフトバッファ２１－１を選択し、表示装置３０にはチャンネルＡの番組が表示され
る。第２レコーダ１１－２は、チャンネルＥの番組を記録し続ける。番組録画再生装置１
０の状態は、図５に示される状態ＳＴ４に変わる。
【００３７】
　時刻ｔ７において、ユーザは、マークアウトボタン５２を押す。その結果、第１レコー
ダ１１－１は、マークイン状態からフリー状態に戻る。つまり、第１レコーダ１１－１に
関して、チャンネルＡへの固定が解除される。時刻ｔ１～ｔ７が、第１レコーダ１１－１
にとってのマークイン期間となる。また、第１レコーダ１１－１がフリー状態に戻ること
により、第２レコーダ１１－２の使用は停止する。番組録画再生装置１０の状態は、図５
に示される状態ＳＴ１に戻る。
【００３８】
　以上に説明されたように、ユーザにより「マークイン」の指定を受けた第１レコーダ１
１－１は、同じチャンネルの番組を記録し続ける。一方、第２レコーダ１１－２は、ユー
ザの指定に応じたチャンネルの番組を記録する。このような動作は、例えば、次のような
状況に行われると好ましい。
【００３９】
　つまり、ユーザが、注目する番組を見つけたら、その時点でマークインボタン５１を押
す（時刻ｔ１）。その結果、第１レコーダ１１－１の状態が固定され、注目する番組（チ
ャンネル）の録画が保証される。そのチャンネルにおいてコマーシャルが始まると、ユー
ザは、リモコンを用いて、ザッピング（Zapping）を行う。例えば、図４中の時刻ｔ２～
ｔ５の期間のように、視聴チャンネルが様々なチャンネルに切り替えられる。ある程度の
時間が経過すると、ユーザは、レコーダジャンプボタン５３を押す。これにより、ユーザ
は、再び元の番組を視聴し始める。この時、既に注目していたチャンネルにおいて、コマ
ーシャルが終わっていたとする。つまり、ユーザは、コマーシャル後のシーンを見逃した
とする。そのような場合、ユーザは、巻き戻しボタン４３を押せばよい。第１レコーダ１
１－１は注目していた番組を絶え間なく録画していたため、ユーザは、見逃したシーンを
タイムシフト機能を用いて見ることができる。このように、本発明によれば、ザッピング
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等のチャンネル操作によるシーンの見逃しを防止することが可能となる。従って、ユーザ
にとっての利便性が向上する。
【００４０】
　図４に示された例において、第２レコーダ１１－２は、ザッピングに用いられる「ザッ
ピング用レコーダ」としての機能を果たす。一方、第１レコーダ１１－１は、着目番組を
録画するための「メインレコーダ」としての機能を果たす。その意味で、「マークイン」
は、メインレコーダの指定に相当する。「マークアウト」は、メインレコーダの解除に相
当する。「レコーダジャンプ」は、メインレコーダへの復帰に相当する。本発明に係る番
組録画装置１０は、このような３つの機能を提供する。コントローラ４０には、それら３
つの機能を指示するためのボタンが設けられている。これにより、ユーザにとっての利便
性が向上する。特に、タイムシフト視聴が行われる際の利便性が向上する。
【００４１】
　図６は、本発明に係る番組録画再生装置１０の動作の他の例を示すタイミングチャート
である。図６には、ユーザが視聴している番組、第１レコーダ１１－１の状態、及び第２
レコーダ１１－２の状態が示されている。最初、ユーザは、「チャンネルＡ」の番組を視
聴しているとする。第１レコーダ１１－１は、そのチャンネルＡに対応した番組データを
第１タイムシフトバッファ２１－１に記録しているとする。第２レコーダ１１－２は、非
使用であるとする。すなわち、番組録画再生装置１０は、図５に示される状態ＳＴ１にあ
る。
【００４２】
　時刻ｔ１１において、ユーザは、マークインボタン５１を押す。その結果、第１レコー
ダ１１－１は、フリー状態からマークイン状態に変わる。これにより、第１レコーダ１１
－１に割り当てられるチャンネルは、現在視聴中のチャンネルＡに固定される。番組録画
再生装置１０の状態は、図５に示される状態ＳＴ２に変わる。
【００４３】
　時刻ｔ１２において、ユーザは、チャンネルを「チャンネルＢ」に変更する。この時、
第１レコーダ１１－１は“マークイン”されている。よって、非使用であった第２レコー
ダ１１－２が、そのチャンネルＢに対応した番組データを第２タイムシフトバッファ２１
－２に記録しはじめる。スイッチ１２は、第２タイムシフトバッファ２１－２を選択し、
表示装置３０にはチャンネルＢの番組が表示される。番組録画再生装置１０の状態は、図
５に示される状態ＳＴ３に変わる。時刻ｔ１３において、ユーザは、更にチャンネルを「
チャンネルＣ」に変更する。これにより、第２レコーダ１１－２は、チャンネルＣの番組
を記録しはじめる。スイッチ１２は、第２タイムシフトバッファ２１－２を選択したまま
であり、ユーザは、チャンネルＣの番組を視聴する。
【００４４】
　時刻ｔ１４において、ユーザは、マークアウトボタン５２を押す。この時、ユーザはチ
ャンネルＣの番組を視聴しており、また、第２レコーダ１１－２は時刻ｔ１３から既にチ
ャンネルＣの番組を録画しているので、その第２レコーダ１１－２がそのまま「メインレ
コーダ」として用いられればよい。つまり、時刻ｔ１４において、第１レコーダ１１－１
と第２レコーダ１１－２の役割が入れ替わり、メインレコーダが切り替わる。また、元の
メインレコーダである第１レコーダ１１－１の使用は停止させられる。このように、マー
クアウトが指示された場合、その時出力されている番組を録画しているレコーダが「メイ
ンレコーダ」となる。メインレコーダ以外のレコーダは、非使用状態となる。番組録画再
生装置１０の状態は、図５に示される状態ＳＴ１に変わる。元の第１レコーダ１１－１は
、第２レコーダ１１－２となっており、元の第２レコーダ１１－２は、第１レコーダ１１
－１となっている。
【００４５】
　このような動作によれば、「メインレコーダ」が切り替えられずに固定されている場合
に比べ、制御が簡易になるという効果が得られる。仮に、時刻ｔ１４において第１レコー
ダ１１－１のマークインが解除された後、その第１レコーダ１１－１にチャンネルＣが割
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り当てられ、第２レコーダ１１－２の使用が停止させられるとする。この場合、第１レコ
ーダ１１－１と第２レコーダ１１－２の両方に対する制御が必要となる。しかしながら、
本発明による上述の動作によれば、第１レコーダ１１－１の使用を停止させるだけでよい
。従って、制御が簡易になる。更に、上述の操作によれば、時刻ｔ１３から、チャンネル
Ｃの番組が既に録画されている。従って、時刻ｔ１４以降、第２レコーダ１１－２をメイ
ンレコーダとして用いる方が、タイムシフトの観点から有利である。このように、本発明
によれば、タイムシフト視聴が行われる際の利便性が向上する。
【００４６】
　時刻ｔ１５において、ユーザは、マークインボタン５１を押す。その結果、第２レコー
ダ１１－２は、フリー状態からマークイン状態に変わる。第２レコーダ１１－２が記録す
る番組のチャンネルは、現在視聴中のチャンネルＣに固定される。時刻ｔ１６において、
ユーザは、チャンネルを「チャンネルＢ」に変更する。この時、第２レコーダ１１－２は
“マークイン”されている。よって、非使用である第１レコーダ１１－１が、そのチャン
ネルＢに対応した番組を録画しはじめる。第２レコーダ１１－２は、チャンネルＣの番組
を記録し続ける。スイッチ１２は、第１タイムシフトバッファ２１－１を選択し、表示装
置３０にはチャンネルＢの番組が表示される。
【００４７】
　時刻ｔ１７において、ユーザは、レコーダジャンプボタン５３を押す。その結果、マー
クインされている第２レコーダ１１－２が選択される。すなわち、スイッチ１２は、第２
タイムシフトバッファ２１－２を選択し、表示装置３０にはチャンネルＣの番組が表示さ
れる。第１レコーダ１１－１は、チャンネルＢの番組を記録し続ける。時刻ｔ１８におい
て、ユーザは、マークアウトボタン５２を押す。その結果、第２レコーダ１１－２は、マ
ークイン状態からフリー状態に戻る。つまり、第２レコーダ１１－２に関して、チャンネ
ルＣへの固定が解除される。また、第２レコーダ１１－２がフリー状態に戻ることにより
、第１レコーダ１１－１の使用は停止する。
【００４８】
　以上の説明においては、２つのレコーダ１１を用いることによる動作が示されたが、本
発明はそれに限られない。一般的に、番組録画装置１０は、Ｎ個（Ｎは２以上の自然数）
のレコーダ１１を備えているとする。この場合、異なるチャンネルに対して「マークイン
」の指示がなされるたびに、マークインされるレコーダの数が増える。つまり、複数のレ
コーダがメインレコーダとなり得る。最大（Ｎ－１）個のレコーダがメインレコーダとし
て用いられ、少なくとも１つのレコーダがザッピング用レコーダとして用いられればよい
。複数のメインレコーダがある場合、「マークアウト」や「レコーダジャンプ」時にユー
ザが１つのレコーダを選択できるように、ダイアログ等が表示されればよい。
【００４９】
　図７は、「マークイン」に関する処理を要約的に示すフローチャートである。マークイ
ンボタン５１が押されると、複数のレコーダ１１のうちマークイン可能なレコーダがある
かどうかチェックされる（ステップＳ１１）。マークイン可能なレコーダが無い場合（ス
テップＳ１１；Ｎｏ）、処理は終了する。マークイン可能なレコーダが有る場合（ステッ
プＳ１１；Ｙｅｓ）、マークイン可能なレコーダのいずれかがマークイン状態に設定され
る（ステップＳ１２）。尚、マークインボタン５１が押される代わりに、ユーザが一定時
間以上同じチャンネルの番組を見た場合に、自動的にそのチャンネルがマークインされて
もよい。これにより、ユーザの操作無しマークイン機能が実現される。
【００５０】
　図８は、「マークアウト」に関する処理を要約的に示すフローチャートである。マーク
アウトボタン５２が押されると、マークイン設定されているレコーダがあるかどうかチェ
ックされる（ステップＳ２１）。マークイン状態のレコーダが無い場合（ステップＳ２１
；Ｎｏ）、処理は終了する。マークイン状態のレコーダが１つ有る場合（ステップＳ２１
；Ｙｅｓ、ステップＳ２２；１）、そのレコーダのマークイン設定が解除される（ステッ
プＳ２３）。そして、現在のチャンネルに割り当てられたレコーダがメインレコーダに設
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定される（ステップＳ２５）。マークイン状態のレコーダが複数有る場合（ステップＳ２
１；Ｙｅｓ、ステップＳ２２；複数）、表示装置３０にダイアログが表示される。ユーザ
がいずれかのレコーダを選択すると、その選択されたレコーダのマークイン設定が解除さ
れる（ステップＳ２４）。
【００５１】
　図９は、「レコーダジャンプ」に関する処理を要約的に示すフローチャートである。レ
コーダジャンプボタン５３が押されると、マークイン設定されているレコーダがあるかど
うかチェックされる（ステップＳ３１）。マークイン状態のレコーダが無い場合（ステッ
プＳ３１；Ｎｏ）、処理は終了する。マークイン状態のレコーダが１つ有る場合（ステッ
プＳ３１；Ｙｅｓ、ステップＳ３２；１）、そのマークイン状態のレコーダが選択される
（ステップＳ３３）。マークイン状態のレコーダが複数有る場合（ステップＳ３１；Ｙｅ
ｓ、ステップＳ３２；複数）、表示装置３０にダイアログが表示され、ユーザにより指定
されたレコーダが選択される（ステップＳ３４）。尚、ダイアログが表示される代わりに
、レコーダジャンプボタン６３が押されるたびに、選択レコーダが切り替わるように構成
されてもよい。
【００５２】
　図１０は、「チャンネル操作」に関する処理を要約的に示すフローチャートである。選
局ボタン４２によってあるチャンネルが指定されると、マークイン設定されているレコー
ダがあるかどうかチェックされる（ステップＳ４１）。マークイン状態のレコーダが無い
場合（ステップＳ４１；Ｎｏ）、現在用いられているレコーダがそのまま用いられる（ス
テップＳ４５）。マークイン状態のレコーダが有る場合（ステップＳ４１；Ｙｅｓ）、指
定されたチャンネルが既にマークされているかどうかが調べられる（ステップＳ４２）。
いずれかのレコーダがその指定されたチャンネルを既にマークしている場合（ステップＳ
４２；Ｙｅｓ）、そのマークイン状態のレコーダが選択される（ステップＳ４３）。指定
されたチャンネルがマークされていない場合（ステップＳ４２；Ｎｏ）、ザッピング用レ
コーダが選択される（ステップＳ４４）。
【００５３】
　図１１は、本発明における、表示装置３０の画面６０の一例を示している。図１１に示
されるように、画面６０は、例えばタブブラウザ風に構成されている。タブ７１は、第１
レコーダ１１－１の録画状態を示している。また、タブ７２は、第２レコーダ１１－２の
録画状態を示している。この図１１に示された状態は、例えば、図４に示された例におけ
る時刻ｔ２～ｔ３の状態に対応している。つまり、タブ７２は、時刻ｔ２までは表示され
ておらず、時刻ｔ２に始めて表示される。時刻ｔ３以降において、タブ７２に示されるチ
ャンネル名や番組名は適宜変更される。時刻ｔ７において、タブ７２の表示は消える。
【００５４】
　また、図１１に示されるように、マークインが設定された場合には、マークイン状態を
示すマーク８０がタブに示されると好ましい。例えば、図４に示された例によれば、時刻
ｔ１に、タブ７１にマーク８０が現れる。ユーザは、このマーク８０により、番組Ａ（チ
ャンネルＡ）の録画が保証されていることを知ることができる。時刻ｔ７において、タブ
７１からマーク８０が消える。尚、マーク８０が付与される代わりに、タブの色や形が変
更されてもよい。
【００５５】
　図１２は、本発明における、表示装置３０の画面６０の他の例を示している。この例に
おいて、番組録画再生装置１０は、第１～第５レコーダ１１を備えているとする。この例
によれば、タブは、使用中のレコーダに対してだけでなく、未使用のレコーダ群を含む全
てのレコーダ１１に対して設けられる。すなわち、図１２に示されるように、画面６０に
は、第１～第５レコーダ１１のそれぞれの状態を示すタブ７１～７５が表示されている。
【００５６】
　タブ７１は、第１レコーダが録画中であり、且つ、番組Ａ（チャンネルＡ）をマークし
ていることを示している。タブ７２は、他のタブよりも浮き上がって表示されており、現
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在画面６０に表示されている番組Ｂ（チャンネルＢ）を第２レコーダが録画していること
を示している。タブ７３は、第３レコーダが録画中であり、且つ、番組Ｃ（チャンネルＣ
）をマークしていることを示している。タブ７４は、第４レコーダが空きレコーダである
ことを示している。タブ７５は、第５レコーダが空きレコーダであることを示している。
図１１及び図１２に示されたような画面構成によって、ユーザの利便性が更に向上する。
【００５７】
　以上に説明されたように、本発明に係る番組録画再生装置及び番組録画再生方法によれ
ば、ザッピング等のチャンネル操作によるシーンの見逃しを防止することが可能となる。
また、タイムシフト視聴が行われる際の利便性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】図１は、本発明に係る番組録画再生システムの構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、本発明に係る番組録画再生装置の構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、本発明に係るコントローラを示す模式図である。
【図４】図４は、本発明に係る番組録画再生装置の動作の一例を示すタイミングチャート
である。
【図５】図５は、本発明に係る番組録画再生装置の動作を説明するための図である。
【図６】図６は、本発明に係る番組録画再生装置の動作の他の例を示すタイミングチャー
トである。
【図７】図７は、本発明に係る番組録画再生装置の動作を示すフローチャートである。
【図８】図８は、本発明に係る番組録画再生装置の動作を示すフローチャートである。
【図９】図９は、本発明に係る番組録画再生装置の動作を示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、本発明に係る番組録画再生装置の動作を示すフローチャートである
。
【図１１】図１１は、本発明による画面の表示の一例を示す模式図である。
【図１２】図１２は、本発明による画面の表示の他の例を示す模式図である。
【符号の説明】
【００５９】
　　　１　　番組録画再生システム
　　１０　　番組録画再生装置
　　１１　　レコーダ
　　１２　　スイッチ
　　１３　　デコーダ
　　１５　　制御部
　　２０　　記憶装置
　　２１　　タイムシフトバッファ
　　２５　　録画ファイル
　　３０　　表示装置
　　４０　　コントローラ
　　４１　　パワーボタン
　　４２　　選局ボタン
　　４３　　巻き戻しボタン
　　４４　　停止ボタン
　　４５　　再生ボタン
　　４６　　早送りボタン
　　４７　　録画ボタン
　　５１　　マークインボタン
　　５２　　マークアウトボタン
　　５３　　レコーダジャンプボタン
　　６０　　画面
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　　７１～７５　タブ
　　８０　　マーク

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２】
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